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日 時 令和 7年 2月 14 日（金）15:00～ 

会 場 広葉交流センター2階 研修室 

出 席 者 座長：角 幸博 副座長：藤井 浩 構成員：平井 卓郎、森 朋子、圓谷 昂

史、中井誠一 

オ ブ ザ ー

バー 

北広島市建設部都市整備課長：北口 馨 

北広島市建設部建築課長：瀬田松 秀一 

北広島市建設部建築課 主査：真田 朋幸 主任：田中 大樹 

工事監理業者：北電総合設計株式会社 

事 務 局 エコミュージアムセンター センター長：渡邉 篤広 

             主査：畠 誠（学芸員） 

主任：黒田 弘子（任期付き学芸員） 

主任：吉村 くるみ(学芸員) 

会 議 次 第 1 開 会 

2 報 告 

 ・津別町 工場視察について 

 ・令和 6年度工事状況と令和 7年度の工事予定について 

3 議 事 

 ・旧島松駅逓所展示更新について 

4 その他 

5 閉 会 

 

 

１ 開 会 

 

２ 報 告 

 ・津別の工場視察について 事務局より資料 1に沿って説明 

 構成員Ｄ：乾燥工程の温湿度管理は、どのくらいのものなのか。 

  事 務 局：詳しいところは確認をしておく。 

構成員Ｂ：柾材のオリジナル、昭和 59年の大規模改修時と今回を整理し次の改修に向け 

ての記録として欲しい。また、今回と前回で違いがあれば確認をしたい。 

  座  長：当初は、マツ材と思われる。昭和 59 年頃の北海道の文化財改修全体が、道産 

材では、無理だということでサワラになった時代であったが、今回改めて当初 

材に戻せないかということで、手割柾材の風合いで提供できるということにつ 

ながった背景がある。 

 

 ・令和 6年度工事状況と令和 7年度の工事予定について 

  事 務 局：資料 2、資料 3に沿って説明 

  オブザーバー：当日資料に沿って説明（改修後の軒下の意匠について） 

 構成員Ｂ：厚みが出る分、納まり具合がどのように見えるのか。 

  オブザーバー：新設する小口板・下地板でカバーをして合板は、見えないようにする。 

         北側の補強材について、なじませる色ではなくあえて現代の部材と分かる 

ように生木のままにする計画とする。 

  構成員Ａ：北大の重要文化財（第 2 農場の建物の 1 つ）の改修では、（耐震補強用の合板

が現しとなっている部分があるが、濃色の塗装がされている。）あまり目立た 



第２回 北広島市史跡旧島松駅逓所保存活用に関する懇話会 

 

 

 

ないので、それも参考になるのではないか。 

  構成員Ｃ：工事の見学会は、設けないのか？ 

  事 務 局：工事工程的に安全に見学ができるのかどうかを確認してみて、できることは取

り組んでみたいと思う。 

  構成員Ｂ：屋根のコーナーの小口について 9ミリは、どのように納まるのかイメージがわ 

かない。 

  オブザーバー：意匠的に影響がないような計画をしている。見えるか見えないかというと、 

近くに寄ってよく見ないとわからない施しになる。 

 

３ 議 事 

 ・事務局より資料 4—１、4-2、4-3 に沿って説明 

  構成員Ｃ：デジタルとアナログ的な手法を取り入れるのは、大変良いと思う。ハンズオン

展示では、破損も考慮し予備があると良いと思う。また、スタンプ台に関して

は、楽しく大人にとっても良いと思う。 

  事 務 局：ご指摘の展示手法に関しまして、適宜検討し進めていく。 

  構成員Ｂ：駅逓所の各部屋が、当時どのように使われていたのかという建物の機能を知る

事が貴重ではないか。ここは博物館ではないので、本物の建物が残っているか

らこそ空間体験ができると思うので考えてみてはどうか。 

  事 務 局：松林哲五郎 林などの旅日記を参考にしながら、できる事を検討したい。 

       宿泊料に関する資料では、時期は不明であるが文書資料にあるが、どの様に生

かしていくか検討したい。 

  構成員Ｄ：一人で回っても分かるようなシムテムとなっているのか。また駅逓所エリアで 

は、どの様な役割を果たしていたか、どういうサービスをしていたのかも分か 

るとよいのではないか。 

  事 務 局：ガイドと共に見てもらうように計画している。 

導入エリアにて、これまでよりも広く分散しているので、より分かりやすく計 

画している。 

  副 座 長：たたずまいを重視して説明は最低限にすべきと思う。 

       空間を体験してもらう視点から、土間の暗さを体感できると思う。この暗さは、 

決してマイナスでないのではないか。 

事 務 局：展示に支障がないように配慮しながら、たたずまいを活かし照明関係を検討し

ていく。 

構成員Ｂ：ここにきて恐縮だが、動線についてもう一度検討してみてはどうだろうか。 

    例えば、動線を 2方向としてこれまでの流れと、逆回りをするコースを検討し 

てみてはどうだろうか。 

これまでのコースは、建物の作りからウラ周りのように感じるので、客間を通

る表回りが成立するのであれば検討してみてはどうか。 

  事 務 局：建物に入ると、左手の囲炉裏にいくと自ずと左に回ってきた。 

当初、どの様に駅逓が使われていたのか、わからない。開館以来、固定概念で 

左回りの動線にしてきた。一度の見学者が多い場合は、建物中間からスタート 

する方法も取ってきた。 

  座  長：プライベートルーム側は回らないと思うが、当初の動線が分かれば対応可能か

もしれない。今後の課題だと思うが、現段階では、わからない。システム的に

色々あれば検討するとよい。 

 

４ その他 

 ・次年度の懇話会開催について 

５ 閉 会 


